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海 野 十三 



ぼうたい こくさいしょう しょう 

某 大国 宰相の 特使 だと 称する 人物が、 このたび 

きん はかせ もと 

金 博士の 許に やって きた。 

金 博士 は、 当時 香港の 別荘に 起き伏しして いるので 

ある。 

あ-こ 

別荘と 申しても、 これ は 熱 海の 海岸な どに よく ある 

かき ゆ ゆぶね 

竹の 垣 を 結いめ ぐらして、 湯槽の 中から 垣 ごしに 

みはら やま ふんえん 

三 原 山の 噴煙が 見えようと いうよう なォ— プンな もの 

ではなく、 例によって 香港の 地下 三百 メ— トルに 設け 



られ たる 穴 倉の 中に その 別荘が あるので あった。 

某 大国の 特使 閣下 を、 金 博士の 許へ 案内した の は 誰 

あろう、 かくいう わたくしであった。 その 当時、 世界 

通信 は、 金 博士が 生死 不明なる こと 三十日に 及び、 ま 

ず 死亡した ものと 噂され ていたの である。 従って、 博 

こ しょ 1 つそう 

土に 会いたくて 焦げつ きそうな 焦燥 を 感じて いた 某 

大国の 特使 閣下 も、 この 噂に 突き 当ら れ、 落胆の あま 

あお シャン ハイ 

り 今にもぶ つた おれそう な 蒼い 顔色で もって、 上海 

たいろ しょうろ 

の 大路 小路 をう ろうろ していた ので ある。 しかし 特使 

閣下 は、 幸運だった。 わたくし という 者に、 ぱ つたり 

行き 合った からで ある。 



「 …… ねえ、 金 博士 は、 上海の 邸 で、 時限爆弾 にやら 

れて 死んだ という 噂なん だよ。 いや、 噂 だけで はない、 

じっちけんしょう 

わし も 実地検証 をした が、 博士が 爆発のと き 居た とい 

う 場所 は、 すっかり 土が 抉られて しまって 大穴と なつ 

ている。 かりそめにも、 博士の i 一片 すら、 そこに 残つ 

ている と は 思えない のじ やよ」 

「あほらしい。 金 博士と もあろう ものが、 死んだり す 

る ものです か」 

ぼくせき 

「いくら 金 博士で も、 身 は 木石なら ずで はない か」 

「それ はそう です。 木石なら ずです が、 たとい 爆弾 を 

なげつけられよう とも、 決して 死ぬ ものです か。 おし 



えまし ようか。 あのと き 博士 は、" これ は 時限爆弾 だな、 

そしても うすぐ 爆発の 時刻が 来るな〃 と 感じた その 

せつな ボタン 

剎那、 博士 は釦を 押した。 すると 博士 は 椅子 ごと、 

ならく 

奈落の底へ ガラ ガラと 落ちて いった。 しかも 博士の 身 

体が 通り抜けた 後に は、 どん でんが えしで 何十 枚と い 

う 鉄扉が 穴 をふさいだ ため、 かの 時限爆弾が 炸裂した 

ときには、 博士 は 何十 枚と いう 鉄扉の 蔭に あって 安全 

この 上な しであった というの です」 

「な. I る ほど 、<; -ん、 <1 ん スん」 

あとかた 

「しかし 博士の 部屋 は、 跡形 なくなって しまったので、 

博士 はもう そこに はいられず、 或ると ころへ 移った」 



「それ は どこかね。 早く 話して くれ」 

「なにもかも 教えましょう。 香港に ある 博士の 別荘で 

すよ、 そこ は- 

「香港の 別荘に 金 博士 は 健在 か！ あ ー ら嬉 しゃ、 こ 

たいがんじょうじゅ 

れ でもう 大願成就 だ」 

という 次第で、 この 特使 閣下 を、 わたくしが 案内し 

て、 博士のと ころへ 連れていって やった ので ある。 こ 

じこく さいしょう おもかげ 

の 特使 閣下 は、 自国 宰相の 面影に 生き うつしで、 影武 

者に 最適な りとの 評判 高き 御仁で、 そのままの 御面相 

で うろつかれて は、 宰相と 間違えられて いつなんどき 

めんどう 

面倒な ことが 発生す る や も 知れず、 かくて はわた くし 



そぱづ え どうち ゆ う 

が 傍杖 をく うお それが あるので 迷惑 だから、 道中 だ 

け を 特に 変装して 貰う ことにした。 それで 特使 は、 あ 

の 髭 を 反対の 方向へ カイゼル 髭に ぴ ー ん とひね り 上げ 

たもので ある。 
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「金 博士よ、 ぜひとも 聴き 入れて ください。 そうでな 

いと、 折角 わしが 特使に 立った 甲斐がない という もの 



は、 やはり 西瓜の 種 を 喰う こと だけに 口 をう ごかして、 

ネル スキ— のために は 応えない。 が、 今度 だけ は 博士 

の 眼が ぎよろ りと 光った の は、 多少と も ネル スキ ー の 

言葉が 博士の 皮膚の 下まで 刺した ものら しい。 

「そうじゃ ないかね 金 博士。 お前さん は、 この 広い 世 

界に只 一 人し かいない ォ ー ル マイ ティ— の 科学者 だと 

いう ことで あるが、 へん、 ォ— ル マイ ティ— が 聞いて 

あきれる よ。 ダイヤの ク\ -— ンか、 クラブの ジャック 

ぐらいのと ころだろう。 ねえ、 そうじゃ ないか。 わが 

聯邦が 今 死守して いる シベリア 地方から、 あの 呪わし 

い 雪と 氷と を 奪い 去る くらいの ことが、 お前さんに 出 



た。 日本人に 見せたら、 これ はきつ と金 博士が 忍術 を 

使った と 思う だろ う が、 実は さに あ ら ず、 例 の 

へんこう ガラス ついたて 

偏光 硝子で 作った 衝立の 中に、 博士が 入った ためで、 

博士の 方から は ネル スキ— の 方が 見える が、 ネ ルス 

キ ー の 方から は 博士が 絶対に 見えない のであった。 
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シべ リアから 雪と 氷と を 永遠に 追放して 呉れさえ す 



ら 雪と 氷と を 永遠に 追放せ よ， との 叫び も、 彼らの 

ちゅうしん い うなず 

衷心 から ほとばしり 出で た 言葉で ある ことが 肯 かれ 

とほう えが 

もし、 そして 又、 そのよう に 途方もない 夢 を 画く こと 

によ つ て 僅かに 自分 を 慰めなければ ならぬ ほど、 

き ゆ う ぼ う 

窮乏 のどん 底へ 陥って しまったの だと も 云える。 

しかし、 それ は 普通人の 見方と いう ものであって、 

金 博士に 限って は (そうだ、 なぜ それ を 早く やらない 

のか) といい たげ である。 

地軸 を 廻せば、 雪と 氷と を 追放す る ことなん か 訳な 

しだ、 と 博士 は 思って いる。 たとえば 仮り に 北極 をヮ 

シン トンへ 持って い つ たと したら どうであろう か。 シ 



して、 あの あざらしの 服 を 脱ぎ、 俄に 咲き乱れる 百花 

に 酔う であろう か。 

いや、 アメリカ のこと や、 エス キモ ー のこと など は 

かんじん つづ 

どうで もよ ろしい。 肝腎の シべ リアの 話 を 書き 綴らね 

ばなる まい。 

4 

さても さても ここ はシべ リアの 新 モス クバ である。 



「宰相 閣下、 あの 一 件と 申します と …… 」 

「あの 一 件 を 忘れて いるよう じ や 困る。 ほら、 あれ 

くんせい 

じ や、 燻製の あれ を、 ほら 中国の 金 博士に 届けろ と い つ 

た あれ だ。 まだ 届けて な いんだな、 こいつ 奴」 

「いやいや いや、 とんでもない。 金 博士のと ころへ お 

届けす る 燻製 十 箱 は、 もう 三日 も 前に 向う へ 着いて い 

ます。 そのこと は、 書類で もって 御 報告して 置き まし 

はず 

た 害です が」 

「なんだ 三日 前に 届いた のか。 書類と いう はよ く 途中 

こうとう 

で 紛失す る もの だ。 そういう 重大なる こと は、 口答で 

する ように I 



う 音が、 ペチ 力 委員の 耳に 入った ばかりであった。 彼 

は 大きな 白熊 を 取り逃がし たように 思 つ たが、 しかし 

もう 少し ネル スキ— の 気の つき 方が 遅ければ、 既に ゲ 

ぺゥの 手に 懸 つて 始末され ていた かもしれ ない ので 

あった。 
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ネル スキ ー は、 廊下 を 飛ぶ ように 龃 けて、 早速 宰相 



持って いるか」 

「私 は 持って 居りません が、 この 壁に かかって います。 

じきかん だんけい せっし 

これ は 自記 寒暖計で すよ。 ほう、 只今 摂氏の 二十 七 度 

です。 暑 いのも 道理ですな あ」 

「ほう、 二十 七 度 か。 うん、 シベリアが ウクライナ 以 

ほうこ 

上 の豊 庫になる 日が 来た ぞ」 

「これ を ごらんなさい。 全く ふ しぎな y ^ とが ある の で 

すよ。 今から たった 十分 前が 摂氏 二十 度です。 気温 は 

のぼ 

急速に 騰 りつつ あります。 おや、 また 騰 りました よ。 

いま 正に 摂氏の 三十 度。 私 はもう 蒸し 殺されそう です。 

うわぎ いのち も 

失礼です が 上衣 を 脱がせて 頂かねば、 生命が 保ち ませ 



たいへんな 騒ぎが、 それから それへ と 発展して いつ 

た。 宰相 は、 新 クレムリン 宮を 後に する に 際して、 委 

し つ せき 

員の 一 人 をして ネル スキ ー に 叱責の 言葉 を 伝達せ しめ 

られ た。 

* 余 は 汝 の 行き過ぎ を 遺憾に 思う ものである。 シべ 

リア を 熱帯に せよ と は、 申しつ けなかった つもりで あ 

そうそう ホンコン おもむ だんぱん 

る。 早々 香港に 赴きて、 金 博士に 談判し、 シベリア を 

と こはる だ いしょう 

常春の 国まで 引き かえさせるべし。 その 代償と して、 

あと 燻製の 五十 箱 や 六十 箱 は 支出して 苦しから ず， 

宰相の 言葉 をう けて、 ネル スキ ー は 不思議に 銃殺の 

まぬ よろこ おもむ 

刑から 免 かれた こと を 悦びつつ、 直ちに 香港に 赴い 



げんし へんかん きじゅう どうりょく は つせ いき 

られた 原子 変換 エネ ルギ— を 利用した 起 重 動力 発生 機 

れんざん 

であって、 さて こそ 連山 を 削り、 岩石 を 天空に とばす _ 

あら かじ ゆくえ 

しかも その 人工 竜巻に は 予 め 計算に よって 行方が 定 

めら れて ある。 その 行方 は 月世界で ある。 地球から 四 

キロへ だた じゅうしん 

千 六 百 八十 籽距 つたと ころに、 地球と 月との 重心が 

やや 

あるが、 この 重心 を 稍 通りす ぎる に 足る くらいの エネ 

ルギ— を 人工 竜巻に 与える ことにより、 あと は 自然に 

アルプス 崩れの 岩石が 月世界に 到達す る。 かくして 地 

球が いくらか いびつに なること、 人工 竜巻の 生ずる 

モ ー メ ント、 それと 月世界の 質量の 増加す る ことと が 

あいか さな つい 

相 重り 合って、 遂に 地軸が かく も 廻った のであった。 



「ひどいで すねえ、 金 博士」 と、 やっと 博士 をつ かま 

しょうねつじごく か 

えた ネル スキ ー は、 くどくどと シベリアの 焦熱地獄 化 

のこと を陳べ て 泣きつ いたが、 博士 は 彼の 言葉が 耳に 

入ら ぬげであった。 博士 は、 いま 始めて いる 地軸 変動 

の 実験に す つ かり 興味 を 吸い込まれ ている 能 I であ つ た 

ひと こと 

が、 それでも やがて 一 言 だけ、 ネル スキ— に 向って 云つ 

たこと である。 

「シベリアから 雪と 氷と が 追放され たこと は、 誰もが 

認めて いる じ やない か。 それで 約束の 取引 は 立派に 済 

ぜいたく わがまま もの 

んで いる。 あとの 言い分 は 贅沢と いう もんだ。 吾 儘 者 

めが！」 
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